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（諜潜識）　本丈は米國維物月‘r聯“Textiile　Re㈹題嘗dk”1941年7月號fJi載正1唱置1ry　A、　Jluther£t＞rd及び

M五lton　Ilnrris附∫吃の研究報丈である。戴近絹に關するあちらの研eN　n〕のはあ雲yに見當らないやうであ

るが、之などは絹のホ質に喰ひ入つた興味ある翻査である。彼齢が如側に絹の性質凌陶Lせんと勢力して

ゐるかが窺はれ、こXに其の黛3ヒを難「紹介することにした。イヒ遡用需は識として田本化醐曾翻「イヒ趨顯黎」

に依り・一般に晃常1らぬものはそのまS原語で翻した次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　　　網聯は光の作周に依り；’他の如何なる天然織物繊維よりは堺易に脆化する。この脆化

，　（deterioration）現線は崇だ胴らかではないが、この網孫を豫め糧々の化倉物の瀞液を以て臓理

　　して置くtJ分解摩はかなり璽はる窓のであるLこご矛知られでゐる。例ぺば、懸薮軽花合物の稀

　　糧溶液を以て腱理した網綜は、無腱理の綱懸よりは光の作用に魁して安窟してゐるが、鑛酸の

　　稀繹溶液を以て露理した絹綜は岡一撒態の下で安窟性が極めて低いε云ふが如きである。1

　　’一研究會齪て王1・sereh　Ass。ciates。f　th・Textil・F。undati。・1　a田・e撫ti。nal

　　Bl；uteau　of　Standards）の略種試藥が網縣の光化鰯酌脆化に及ぼす影響」に就いての調査に俵’

　　り，脆化率は繍の撫批隻態（C・ti。ni…ht・ht）1轍「つて幾分の騰のあるこ§が鵬

　　かSなつた。2つの歪く別な方法で陽イオジ物質を除去するミ、その結果は鵬實維練の光に鋤

　　する妥定慶が詞じく滅少する。一方懸塞性化合物あ庭理に依つて安定度は容易比關復する。撫

　　機騨藩を用ゆるS手鯛粗硬Sかか布地を黄攣し易い等の多くの好ましからざる膨糠を生ずる占

，併し購の影響颯々の異れる醗暴性窟機化創勿の拘漉用ゐても触する畿ヵ輯來蕊

　「1’，箆1瀞目綜のカルボン酸團癒ヂアゾメタンを以てメチル化を行つて不活性ミなじても網融の光

　　化撃反慮にさしたる攣化を與へない滅極く少劇合のヂpシ・ン水酸基團め㌻ザル化に依れば光

　　化麟的安建度は顯著な増加を添す結果Sなるこざが謹明された。即ちその結果は熾等妥定敗果

　　の少くミも・・一・部分はチロシン水酸基團の狢種試蘂ヒの反感に依る愛質に基因してゐるS云ぶ曙

　「示を懸驚るもので繭る②　・　tt　…　　　　　　1　・　　・で　惣tt　　　’　　1
　　濾。・、・・♂　t．－tt　a）tt緒　　論・，s　　。　　　／－t／t，

一耀撒多め研究結果から絹縣は恐らくi光に敬り、他の如何なる天然織物繊維よ1 閧ﾍ磨島に脆揺畿　　　g’

　　ムごSが制つ云。さの分解機構は醐らか繋｝まなktsがbこの分解挙1ま絹懸の餐種試藥魯の前雌理

　　徽凱醜畷麟勅鞘る。例ぺば、・H・｝，i敵闘，轟騨民臨酸化邦リ麟

　　の稀織溶液を以で慮鯉しナ絹線滅撫慮理網綜よ’りは搬の作薦に欝して鍵窟しでゐるが、硫酸

　　卿鱗灘簾麟硫繍艘鰍・非常離爾るこ評餌した・meesの観醸臨
　　勲1茂卿院轍つ粒謹課滝・之に反薩踊・atti館ア拗リ鞭醗何等舗轍果謬〕

　　灘釜握礫慧難欝灘諜羅募1灘難警綴驚糠繍慧慧lt’1
　　が脂肪瀦ア導ド藻ぴアミノ酸の如き化倉物鉢敷果の無いζミを明らかにした。　　、

　　・、：鞭簿櫨粘合物の勢解抑制数果iは：力魂露麹喋凝る遮めである、殊に最逝iGleyst日曲及びWldrris

　　爾齢「繍敏る縢獄部分齢、・灘齢ン鯨醜瞭総弗緯緩醗繊蘇謬
　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　’　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　tS　　　　　，糠　　　．・ll認・轡・

　　鼠綜學雑髄　箏牽鍵饗錦芭鵬’・1942’・：・『　　　　”　　　　　・　L’　　t　”

匙
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　見して，以楽は爾奥である。現獲鰹縣の光イヒ鰯反慮はチロシンの反慮さ搦聯し、命潔記した安定

　　敵果の小くSも一都分は知シ；　7J〈酸難ゆ樋試藥ミの茂慰こ依る獲質に聯弗てゐる；S

　が制明してゐる。

　　　　　　　　　　　　　　　〔羅〕實　駿　力　　洗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）材　　　料

　　　　　　　　　　｝　　此の翻瞼に使用した絹は1吋94本の縣を萄する商粟士粘練した型織布であつた。此の布を最

　　初冷アノ襯｛1ル及びエーテルで鉱田し、訳に之を冷蒸溜水で洗1條して掬機潔｝媒を除讃した。此

　　の綱癖奇後精練絹ε呼ぶこミにする。

　　編から陽イオンを除芸するには堕蓬折（Cr］eetrodialyt　is）に依るか、1｝H　2、∬以下α酸の慶理
　4　　　　　　　　　　　　　　ウ

　　に依つて行つた。此の材料を命後その灯つナゴr程に依り麟il遇薪尉成13酸腿理∫絹ミ呼ぶこSに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　ずる6電烈蓬析に依る精製は起り易い第篇次反慮一これは絹懸を酸性辮液で麗理した蜴合に生

　　じ易い一を除く・長所を持つてゐる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈7’
　　R・th・・f・・d，　Pat脚。m，1“larrisの3聯徹近越べた方法にdNつて、ザアゾメタン輔1ゐてメ

　　チル化試料を作つた。精細1及び璽氣逡粉網σ酸個醐はヂアゾメ啄ンミの反癒に興るi速度々捕っ

　　てゐるo從つてカルボ腎ン酸及び9”　．mシン水酸暴團の逝似¢豫め定澱してある分烈物をメザル化

　　する騨腺ナ・。騰嚇iの麹の・チル4ta）程脚商腱しナ訪潔噛圭麟定し認如シ。

　禽筒鍛の減少は水酸碁團のメチル化し喪燈の蝿である。全methoxyl禽腐撫豊苛ロシン禽窟醗

　　の減少に働明らか漁つ纈紬・瑚鮪灘曝無靭ノ・耕脚・脚淵テ痢ヒし≠漁
　である。試料1，・9（第3衷賜よ）はヂアジメ勲餌甥ノ囎灘麟鰯、秘騰麟磯
　　し蝿ので・繍漸し描のでもなvkぱ齪前㍑蜘一・・で灘雛辮懇繍騙賦　1
　料皿は最靭75％アル切階ノ嬢14に漫し、i次にヂアゾメタンでi／f　ee閥戯理之沸もの隷勘るo藩等

　　の試料は側れもi次に電氣竣析して陽イオン物質を除讃し弛慰のであるo試料iis￥は聡氣遡耕

　　しア・殉｛・で灘し畝にヂァゾメタンで弐錫ロ欄・及び1鱒間麟し鴻聴ある。試
　凝聖を，除き・之は粥力凡そユ5免減少しれが4他はメチノ弼ヒ工程億織物の張鋤には殆鷲影響は見

　　勲れ韓勲の瀧。　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）零　　溝

　　照鯛騨鱗備翻纏一股筋濁ま勘鰍聯つ施目防布切襖へられ蝦樂の溶
　液申に即勢閥漫漬じ・uの蜴禽網の溶液に劉蛍る糊合1ま1野工OOであつた。款に遠心分離機に

　依つ囎液鱗齢嫌軸鑛糊齢・鮪切齢灘髄¢餓搬に吊し、騨麟
　　液εが蜜鵬簸鱗灘脚陣穂笏にし婁硫嗣¢布切を1回似」護う勧1雌慮理をする蜴禽には、　　、

　や駒これ綱麟瀧鱗黒鱗融学こ識機㍑の網鱒繍轍し、蜘幡覇㈱綴1
　纈φ細長い辮灘騰蝕勲切噺弓励試験蘭する94本蠣織鰍・た畝に鱒の試1
　料を20隠閥光糠｝曝しt　雍の轟の影翻舜測窟すblこめ鳩岡鰍訪法糠慮理調製し瀧第2群の試

．　料を曙所に光線曝露劇灘鶏載る温灘慶に幾い櫃態の下で20時間放置し潅b

　　布の切翻助轍魏編㈱灘麟彰て媚轄張燃鍵墾越（恥繭1・・typ・
　machinのを用ゐて調べ塗霞此の揚禽麟料の楡魏ま淵度70”F，關係灘慶65％を保つ簸内で行つ

　　＃。　　　　　　　　　　　　　tt

　　光源は自由に輩位愚遽進鱒騒戴験雛C購識瀞掴v鍛。鰯ySu塒hi網撰素tw’NS　C。駆エ）紫

　外線擾射鏡（Ult「鋤01e鞭鱗騨顯習鱒脚塑具嚇麟の恩φる騨描欄は鷹～騨Cの濃磨
　の下で20時間であつk。‘

　　　ζ謝鍵囎燗定し・潔辮鞍澱職ひ騰鞭醐纏騰撮騰
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　籏L鑑量號〕　　　　　絹綜の光化単反燃（1’hotoh．hemioal，Re臥ctionのに就て　　　　　　　　f・73

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　r8）

　各試料の陽イオン含有鍛はSookpe，　Fugitt，　Stei漁ar確撮等の電氣擾析法に依つて建鑑した。　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　L1））
9Pシンは羅力蜘水分脳紅・g9励方瀧用ム職蜘瑚舗鑑はVi・b6・k及び
Breeker爾氏の方法に依り火々調ぺた。

　　　　　　　　　　　　　　　（服）　結　果　と　考　察

　　　　　　　　　　　（1）陽イオン除i差の脆化寧に及ぼす影響

　豫備寵駿に於て瀧察されたこSは絹綜を實際に鰹基性化合物を以て前慮理するざ脆化奪を滅

少する敷襲脅有するε云ふこεである。これから噌示を受けるこ鴬は是等の物質に依り生ずゐ

安定度増加は網綜フ）酸性照（之は2種あり、即ちヵルポン酸團ヨチロシン水酸些醐である）霊

腸イオンtrの結合に基肉するらしいこti　S、雨ε反蜀に稀糧鑛酸を以て慮理して窺察された安

、定度の減少は、魁等の酸性關から陽イオン物質を除去1したこεに一部分甚因するらしいε云ふ

こSである・騰の糊爆いて・醐透撒及び酸鯉法に依つて脚オ吻聾馳髄しte
網綜の反慮を研究するこtkが得策のやうに思はれた。其め結壁を第1表に示した。

　　　　　　　　第1表電氣癒析及び鰍曝酸露理灘厨佃の脆化に及ぼ渉影癒

試，　ぬ迄＿．．轟縢菖鐵塵韮1遡難鐘籔t
籾　。練　　絹

電無遜析親
精　・練　　絹

同　　　　　　」三

同　　　　　k

岡　　　　　上　？

同　　　　　上

岡　　　　　、激

鍛無透析絹

二：無鹿　理

；同　　　上」
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g28Q導（pH2．4）

　Hs　SQ4後水洗

　EtG［（pH2・4）　　幽

　、HC工後水洗

　C耳s，COO宜（pH2・4）　，・

　CH3¢OQ駁後水洗
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　o，13

　0、01

・α004

　0．OO＄

　o．oo2

　σごOO2

　0。Oo4

島0・OO5

　0．004、

1　　　32’

　　　41

　　　・41

　　　41

　　　43

　　　43・　　　・

　　　d3　　　」　　．

　　　41

　　　43

　　　絹勧繍瀦1識つて陽伊ン鮪母5・α1麟疵離（mil鞠・i・・1，ゆ，，　g）・からO、oi

　　ミ薄蝿徽舛る徹肱傭・用岡職繍の光に鎗破鰹力・齢齢じた1麟藤　II．1

講懸麟雛灘轟轟惣灘i朧覆織態灘璽灘驚総・・1
　　饗漉騰麟嚇鞭磯継澱鮮駒し禍・騨旗繍鮭勲継購繍　　・t・、，
　　　耀鮒嚇職鯉誠糖襯衣…醗頒燃露朧に鍛磯霊臨灘ら齢。磯
　　は即ち安窺魔の滅少は陽ず罐膨⑳襟炎構原囲じ、照凝試糟巾の瀞雛駿の酔麓に圏る憾の懸はな1

　　いこ虐を示すものである。、曙唖に放置し捨縄孫の試料麟何拠も糖1ヒレな1いこSが糊っtが、迄

叢謄轡墜騰騨の轍く艦瑚瞭纏あ・こ・鯉
　　　　　、　・調騨醐瀞瀕蜷る融齢翻　響
　　“鎌の臆工熟繍曝礁麟液を脈鯉諦る鴻それ1揃紀の麟窓鵬激／、
　　鰍畿繊糟鱗鱒擁購綿御麟雛螺難を輔せし麟。鱒蝿絹纈
，安鍍が陽禰納置撫蝦簾癒進翻鱗繍やφ聞題はかくじ礪聲姻齢輪。醜．1
　　・豫備試　敢に撫㌶縄徽腰懸農麟旛に水酸飴鋼トリiウム或は炭酸ナ回灘と藪鰻麟塞性蕪

　　鋤蹄鰍働鱗1奮地晦醐艇鱗紬から謁騰裸へ鹿舗・晦編併嘩
　　ら盤碁憐有機化合物騨がやうな姫まじからが6影響を與in‘，な髄こミ寮観察されt礎ケで一2藩礎・

嶽1灘無、　議、　　　　　　　　　、・．　し　　　・、頴「
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是等種類の化合物を研究しf。精練、1電氣透析或は酸露理綱の唇試料を濃度0・01モルの陽イオ

ン化合物の瀞液藪種を以て前塵理しナこ影響を第2表1こ示したo

　　　　　　　　　第2蓑　各種陽イオン物質が網綜の脆化に及ぼす影響

試⊥畳」L塵＿＿＿坐一☆．＿L塑』旦一鵬獅路
精　　練　　絹

酸　魔　珊　絹

電無邊析絹
精　　練　　絹

酸　慮　理　絹

糟　　練　　絹

酸　幽　珊　絹

　　　糖’練　　絹・

　　　酸　盤　珊　絹

　　　・襯氣遊析絹

　　　精　　練　　網

　　　酸槻　憩　網

　　　電氣媛析絹
　　　精　　糠　　絹

　　　酸　鼠珊　絹

幽　　電粛雌析絹
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　工O．4

　10．4

　10，4
「　　U．5

　11．5

　11．5

　11，5

　11．5
　1’1．5．

32

41

41

32

33

24

26

26

23，

26

21

工9

1g

Xl

21

21

賑撫罵、飛慧、認欝欝・綜　　”一　㍉
　　　　・’　ヒ　　　　　　L　　・　　・　’It　　l　　　　　－　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ［

　　★各溶液a灘麟O・O騰ルであつk。eれ以上の濃慶の溶液で露理しても何線際護加遡加しなかつft。

　、　この資料から酸憐戯璽に依、り生ずる尭線照射に基く有審致果は、綱綜の適當なる試蘂言の慮

　　蹴依つ瑚灘れ鶴灘が判る・昂騒の光噛す鞍定度醐榊鯉1碑庸硲液の
　唱P鉦伽曾加ε共に増蓮するこ・ミが見られる。この鵬は絹緑の滴電舳線に依つて示されてゐる如
　　ヨ」齢陽姻㌣璽縞創鞍蝉勲鋤艀共にナ購する蹄ら當鰭1田出來る辮である。P宜の州こ

　　職翻擁郷鱗顯も亦光鱒分鱗に鞭襖へ砂脚れないが・・　eの鞭騨す、

　　礁紛麟鮒欄晦て醜い・、
．．
@購し羅霧餌晦れ離化禽物の抑制｛儲緯與OSられた試料の製造過程ミは無關係であつナζ。斯し
　　そ精練、隙遜理、或は電氣慰聯隊ま何れ述皆與へら為た誠藥翰め慮理の後に於て同一め安竃度’
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彼が幾分の陽aオンを含朽してゐナこS思はれる精練網綜を用ゐたのに碁閣するらしい。これは

彼が用ゐた網綜の安定度が酸威理した場合に著しい減少を見たのでかくあるらしく思はれる。

　　　　　　　　　　　　　　（3）．メgeル化の搬果1
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安定度が同Pく減少したが、その安定度は購基性化合物Sの腿理に依つて圃復し偲るこざが明
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